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次　回
１月10日の
例　会

１月３日は
休会です

　皆様こんばんは、今日はクリスマス家族会と言う事で親睦委員会の皆様には大変お世話に
なりますが宜しくお願い致します。
　それでは富士山シリーズ第24話　外国人の富士登山についてお話をさせて頂きます。

㉔外国人の富士登山
　富士山に最初に登ったのは、イギリス初代駐日公使ラザフォード・オールコックで、庚申御縁年の万延元年（1860
年）７月19日（新暦９月４日）に神奈川の領事館を出発しました。
　７月23日　富士市の吉原宿に宿泊し、翌日富士宮市の浅間大社の別当宝幢院で休憩すると、登山口の村山に向かい
１番大きな宿坊大鏡坊に宿泊します。翌朝、案内の山伏３人と数人の強力と共に馬返しまでは乗馬、そこから先は徒
歩で６合目に到着、宿泊しますが寒さとノミのため熟睡出来ず、夜明けと共にコーヒーとビスケットを食べると再び
登山し登頂に成功したことが、著書の『大君の都』に書かれています。
　その後も、イギリスやアメリカが登山の計画をしますが、アメリカは幕府の説得で見送り、イギリスは登山の要望
書を出した日にイギリス人が殺害される生麦事件が発生し、それどころではなくなりました。そこで次に富士山に
登ったのはスイス総領事のブレンワルトです。慶応２年（1866年）７月９日に吉原宿に着くと、翌日浅間大社の宝幢
院で休憩、村山の大鏡坊に宿泊しました。ブレンワルトもオールコックと同じ行程で表口から登山
し、８合目で一泊、翌朝は４時に出発して６時には山頂に到着しています。
　この慶応２年にはアメリカ隊、翌３年にはオランダ隊も登山しており同じく吉原宿、浅間大社宝
幢院、村山の行程をとっていますが、この接待費用がばかにならないということで、イギリス公使
パークス夫妻一行が慶応３年に登山した時には、吉原宿から直接村山に向かわされており、浅間大
社の関係者はこの一行が訪れることを拒んでいたことがわかります。何故ならこの登山には女人禁
制の山であるのに女性が含まれていたからなのです。

会 長 挨 拶

★18：00点鐘
★名鉄菜館
★新年会（年男大いに語る)
　親睦活動委員会
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会　員　慶　事

●会員誕生日／12月30日　山﨑恭夫君
　　　　　　　１月５日　望月　茂君
　　　　　　　１月９日　石川又英君
●夫人誕生日／１月２日　勝又　洋君　ご夫人　泰子様
　　　　　　　１月６日　勝又　厚君　ご夫人　秀子様
●皆　出　席／12月25日　勝又　誠君

第2259回　例会プログラム

●例　会　場／ＹＭＣＡ東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／心をあわせて
●内　　　容／上半期を振り返って
　　　　　　　会長・幹事・ＳＡＡ

欠席者（２名） 神谷高義君・渡辺　巌君 
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前々回の
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※やむを得ず欠席される方は、
　午前10時までにご連絡下さい。12/20の出席報告 12/6のメーキャップ
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★2013年１月　御殿場ＲＣ例会プログラム★
月　日 時　間 会　場 内　　容 担当及び卓話者

１／17
（2261回） 12：30

12：30 ＹＭＣＡ東山荘 ロータリー理解推進月間

ＹＭＣＡ東山荘
１／24
（2262回）

12：30 ＹＭＣＡ東山荘 「F1世界選手権について」〈F1を取り巻く内外〉１／31
（2263回）

新入会員卓話 林　則夫君

１／10 18：00 名鉄菜館 新年会（年男大いに語る) 親睦活動委員会

１／３

ロータリー情報委員会
ノバ・エンジニアリング株式会社

森脇基恭様

休　　会

（2260回）

高村　繁男

司会司会
大胡田明寿君大胡田明寿君

ソングリーダーソングリーダー
勝又博文君勝又博文君

会員誕生日会員誕生日
梶原一正君梶原一正君

会員誕生日会員誕生日
斎藤　衛君斎藤　衛君

会員誕生日会員誕生日
秋田　敬君秋田　敬君

会員誕生日会員誕生日
井上　元君井上　元君

・・・・・・・・・・・・・

　冬至の日の北半球は太陽が最も遠くなるため、昼の長さが最も短く
なります。その数日後がクリスマスであり、クリスマスの12月25日
といえば一般的にはイエスキリストが誕生した日だといわれていま
す。実はこの冬至とクリスマスには密接な関係がありますので今日は
その話をさせていただきたいと思います。
　当時は一陽来復ともいわれ、陰陽の陰が極まり、再び陽が帰ってく
る日とされ、この日を境にして運が向いてくると考えられてきまし
た。そのため、東京都新宿区早稲田の穴八幡神社や放生寺では毎年一
陽来復を祝う冬至の祭りが行われています。
　また古代中国では冬至の月を一年の始まりとし、古代ローマでキリ
スト教が台頭してくるまで信仰されていたミトラ教では、人々は太陽
の神ミトラが冬至に死んで、その数日後の25日に復活すると考え、
ローマの町をあげて盛大な祭りを行いました。そしてヨーロッパ大陸
の先住民であったケルト人やゲルマン人たちの冬至の祭りも25日を
祭日と決めていました。このように古代の人々は冬至の日に太陽が新
しく生まれ変わり、再び新しい年が始まる日と考えていたのです。
　では、次にイエスキリストの誕生の日のことについてですが、この
ことは聖書にも記されてはおらず、実ははっきりとしていません。キ
リスト教は現在でこそ非常に大きな世界宗教ですが、当初はマイナー
な宗教の一つに過ぎず、そのキリスト教を流布する過程では、太陽の
復活する日をイエスキリストの誕生の日と結びつけることが非常に神
秘的であり重要だったのです。これまで人々が信仰してきたミトラ教
の祭日をそのままイエスキリストの生誕の日として受け継ぎ、325年
のニケア公会議で正式に12月25日がイエスキリストの誕生日と定め
られました。
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